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石川県立金沢辰巳丘高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

１ 学習指導と進路指導 ① 年間を通して校内公開授業 教務課 他の教員の授業を参観した回数が年間５回以上の教員の Ｂ 年間を通じて相互の参観を積極的に実施している教員は少数にとどまってい
の充実を図る。 とし、授業研究を充実させて 割合が 教職員アンケート たが、「言語活動の充実」を校内の共通課題として取り組み、またＩＣＴの

授業改善を促進する。 各教科 Ａ ９０％以上である ５回以上の参観 活用が普及するとともに授業方法についてお互いに実践を通じて研究しあう
個に応じた指導 また、全教科共通のテーマ Ｂ ８０％以上である ９月 ３１．７％ などの取り組みがなされるようになり、学年末に近づくにつれて互見授業の
による基礎・基 で研究協議会を持ち、協議内 Ｃ ７０％以上である ３月末 ８８．９％ 頻度も高くなった。来年度も引き続き互見授業の奨励を提唱していく。
本の定着と確か 容を全職員で共有する。 Ｄ ７０％未満である
な学力の増進に
努める。 ② ＩＣＴ機器を活用した、よ 教務課 ＩＣＴ機器を活用した授業を実践した教員の割合が Ａ 県からもＩＣＴ機器の充実を目指してプロジェクタや書画カメラも複数台配

り効率的で効果的な授業を実 Ａ ７０％以上である 教職員アンケート 備され、本校でも情報課主催で機器の使用研修会の取り組みもおこなった。
践する。 情報課 Ｂ ６０％以上である ３回以上の実践者が その結果、ＩＣＴ活用の授業を試みる職員が大幅に増えた。校内での無線Ｌ

Ｃ ５０％以上である ９月 ４６．５％ ＡＮが制限されている現状ではあるが、より効果的な方法を知るためにも外
各教科 Ｄ ５０％未満である ３月末 ７２．２％ 部の専門家による研修や、他校での実践研究を積極的に学んでいきたい。

③ 家庭での学習習慣の定着を 教務課 課題の提出率が Ｃ 英数国を中心とした週末課題の提出については生徒によりムラがあり、教科
ねらいとする効果的な課題を Ａ ９０％以上である 生徒アンケート と学年団が連携して指導を強化する必要がある。一方、進路目標が定まって
与え、家庭学習時間を増加さ 各学年 Ｂ ８０％以上である ９月 ７３．６％ いる生徒は課題の取り組みも積極的であり、家庭学習の時間も確保されてい
せる。 Ｃ ７０％以上である １月末 ７２．１％ る。次年度は早期の進路目標設定と家庭学習の必要性を強調していきたい。

各教科 Ｄ ７０％未満である

④ キャリア教育の充実ととも 進路 本校でのキャリア教育が意義あるものとなっていると答 Ｂ ３年間の進路指導シラバスに沿ってキャリア教育を実践している。今年度は
に、個人面談を継続的に行い、指導課 える生徒の割合が 生徒アンケート １年生で職業インタビュー、２年生でインターンシップ、大学見学会、模擬
目標を明確化させ、有意義な Ａ ９０％以上である 授業、志望理由書作成、３年生ではＰＴＡや同窓生の協力を得て面接講座を
高校生活を送るよう教育活動 各学年 Ｂ ８０％以上である ９月 ８３．７％ 導入するなどさらに内容を充実させた。次年度はこれらの活動を時期等も含
を行う。 Ｃ ７０％以上である １月末 ８２．８％ めて再度検証し生徒の進路実現に役立てたい。

Ｄ ７０％未満である

学校関係者評価委員会の評価 外国語コースが今年度で姿を消すということは大変残念であるし、時代のニーズの面から考えてももったいない。外国語を十分学べる教育課程を残してあるようだが、運用をしっかりやっていくべ
きだ。ＩＣＴ機器利用の実践奨励がなされており生徒の興味関心を引きつける工夫が感じられる。機器の使用に関しては外部の有識者も活用してほしい。

学校関係者評価委員会の評価 外国語コースの後継として普通コースにグローバルコースを設け、外国語の授業を大幅に増やすとともに会話に力を入れた授業や大学との連携も行ってきた。また、中国語選択者も増加しており、
結果を踏まえた今後の改善策 外国語コースで培ったノウハウをしっかりと継承させたい。ＩＣＴ機器については、外部からの有識者を招くとともに、どのようにわかりやすい授業につながるかを調べていきたい。

２ 基本的な生活習慣 ① 家庭との連携・協力を図り 生徒課 服装容儀について生徒心得を守っていると答える生徒の Ａ 生徒課と各学年団が協力・指導した結果、多くの生徒は頭髪服装容儀を守ろ
や倫理観を確立し、 ながら、服装、頭髪、化粧な 割合が 生徒アンケート うとする心がけができてきた。入学時から集団の中で当然守るべき規範を持
豊かな人間性と社 どの身だしなみ指導を全職員 各学年 Ａ ９０％以上である たない生徒も見られたが、全職員の共通理解のもと、登校指導や学年集会を
会性を育成する。 で行う。 Ｂ ８０％以上である ９月 ９２．４％ 頻繁に実施し、非行・怠学に陥らないよう軽微なうちにその芽を摘み取るこ

Ｃ ７０％以上である １月末 ９１．４％ とができた。ただし、学年によって基準がブレないように学年間の連携を強
時間厳守、ルー Ｄ ７０％未満である 化する必要も感じられる。
ル遵守、言葉遣
いや礼儀作法、 ② 全教職員で協力し、遅刻の 生徒課 年間の遅刻者の延べ人数が Ｂ 学校全体で遅刻数減少に取り組んで３年が経過した。全職員の共通理解のも
服装容儀の指 減少を目指す。 Ａ ４３０人以下である 今年度 ４７９件 と精力的に取り組み、今年度も成果を見た。特定の生徒の度重なる遅刻の指
導を推進する。 各学年 Ｂ ４８０人以下である （昨年５３１件） 導を強化するという課題も見えてきた。生徒職員そして保護者が一丸となっ

Ｃ ５３０人未満である て取り組める課題でもあり、今後も継続して一層の減少に努めたい。
Ｄ ５３０人以上である

③ 構成的グループエンカウン 教育 構成的グループエンカウンターやアサーション等を通し Ｃ ４月の年度当初に実施したクラスがほとんどで、その後継続的な取り組みは
ターやアサーション等を通し 相談室 て、人と人との接し方について理解し、人間関係づくりに 生徒アンケート なかなかできなかった。ただし、３年生では学年の終わりに実施し大変有意
て、人間としての在り方・生 役だったと考える生徒の割合が 義な成果を得たクラスもあった。ことさらに関係作りとして意識はしていな
き方の自覚を深める教育を実 各学年 Ａ ８０％以上である ９月 ７１．３％ いが、ＬＨや総合的な学習の中で人間としてのあり方・生き方の自覚は深ま
施する。 Ｂ ７０％以上である １月末 ６７．２％ っている。実際学校不適応や不登校の生徒は確実に減少しており、取り組み

Ｃ ６０％以上である の効果は十分に認められる。ＬＨの年間計画に定期的に入れることは困難だ
各教科 Ｄ ６０％未満である が、来年度以降も短い活動でも回数を増やしていきたい。

④ 地域に根ざした学校づくり 生徒課 生徒が近隣地域での各種ボランティア活動に参加する回 Ａ 夏休みにサマーボランティア体験として近隣７カ所の施設や保育所を訪れた
を推進するため、生徒会が中 数が 大きな取り組みや継続し のを初めとして、芸術コースによる福祉施設でのコンサートや子供交流セン
心になり奉仕活動を展開する。各学年 Ａ ２５回以上である た取り組みが、 ターや図書館における似顔絵イベント、ＪＲＣによる継続的な施設・保育所

Ｂ ２０回以上である ９月末集計 １３回 訪問や年末の高齢者交通安全啓発事業として、高齢者への交通安全の呼びか
Ｃ １５回以上である １月末集計 ２７回 けもおこなった。全てを換算すると優に１００回を超える。さまざまな活動
Ｄ １５回未満である を通して生徒は地域に貢献するとともに奉仕の精神を学んだ。
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⑤ 「学校版環境ＩＳＯ」の取 保健 エコ活動に積極的に取り組んだと答える生徒・教職員の Ｃ 生徒の意識は学年が進むごと、また回を重ねるごとに向上しているが、日常
得校にふさわしいエコ活動を 環境課 割合が ９月末アンケート 的には意識の低い生徒への対応が多くなっている。紙のリサイクルやゴミの
展開し、ＣＯ２排出の削減等を Ａ ９０％以上である 生徒75.5％・職員100％ 分別、節電・節水等のエコ活動に積極的に取り組むためには生徒職員ともに
目指すとともに、環境保護の 各学年 Ｂ ８０％以上である １月末アンケート 意識改革が必要である。まずは職員が意識向上に努め職員全体で生徒への指
精神を培う。 Ｃ ７０％以上である 生徒７８％・職員９８％ 導を行い生徒の意識と行動の改善につなげたい。

Ｄ ７０％未満である 全体で７９．９％

学校関係者評価委員会の評価 美術部の似顔絵ボランティアや音楽部のボランティア交流は地域でも楽しみにしている。生徒会やＪＲＣが中心となって年間１００回を超える実践を行っていることは大変評価できる。それに比べ
全体の生徒には実践しているという実感が薄いようだ。些細なことでも十分にボランティアとなることを理解させ、自己肯定感につなげていってほしい。

学校関係者評価委員会の評価 いろいろな折にボランティアについて話す機会を持ち、日々の生活の中で十分に行っている可能性があることも理解させ、進んで実践できるように意識させたい。同じようにエコ活動についても日
結果を踏まえた今後の改善策 常的でほんの些細なことがエコ活動であり、目に見える大きな取り組だけが環境保護だという観点を変えていきたい。

３ 時代を生きぬく、 ① １年生には全員部活動に参 生徒課 部活動に加入し、活動している生徒の割合が Ｂ 今年度の１年生は昨年度と比べて４月の時点で入部しなかった生徒が多くい
意欲的で活力のあ 加するように促すなど、部活 Ａ ９０％以上である 生徒課生徒会の調査で た。特に女子生徒の未加入者の割合が高く、女子生徒の入りやすい部活動の
る人間の育成を図 動を活性化させる。 各学年 Ｂ ８５％以上である 環境を整える必要性を感じた。ただし、今年は部活動をやめる生徒が少なく、
る。 Ｃ ８０％以上である ９月 ８７．０％ またやめた生徒も新たにほかの部へ加入するものがほとんどで、年度末でも

Ｄ ８０％未満である １月末 ８６．１％ 加入率はほとんど変わらなかった。部の顧問だけでなく担任や生徒課でも部
部活動や生徒 をやめようとする生徒の面談や相談に乗った効果もでたようだ。
会活動の活性
化、健やかで ② 体力測定記録の更新を意識 体育科 ５月、１月のタイムを比較して、向上したものの割合が Ｂ １、２年そして男女とも全て記録向上者は７０％を上回った。また、昨年度
たくましい心 づけ、全学年を通して体力の Ａ ８０％以上である １月体育科集計で と比較しても向上者が増加した。授業も生徒が積極的に取り組み、早い時期
と体の育成に 向上を目指す。 Ｂ ７０％以上である 男子 ７５．９％ から昨年を上回ってくれるものと確信できた。特に女子のがんばりが目立っ
努める。 Ｃ ６０％以上である 女子 ７４．５％ た。（昨年度、男子 75,2％、女子 70.9％）来年度も同様な目標を掲げて取り

Ｄ ６０％未満である 全体 ７５．１％ 組むと同時に一層計画的に生徒の体力向上を意識し、意欲的に運動に取り組
む姿勢を育みたい。

③ 生徒一人ひとりが充実感・ 生徒課 行事終了後のアンケート調査で、充実感・達成感があっ Ａ 前期に行われた行事後の調査では９０％近くが充実感・達成感を得られたと
達成感の得られる生徒会行事 たと答える生徒の割合が 各行事後に調査したアン 回答しており、有意義な取り組みであったといえる。生徒の役割分担を細か
を企画・運営する。 各学年 Ａ ８５％以上である ケート結果で くし多くの生徒に声をかけ行事に参加できるようにしたことで生徒全員の満

Ｂ ７５％以上である 足度につながったといえよう。３月に行われたスポーツ大会でも８６％強の
Ｃ ７０％以上である ９月 ８９．６％ 充実感・達成感感をもって締めくくった。自己肯定感と向上心を持って次年
Ｄ ７０％未満である ３月末 ８６．４％ 度に臨んでほしい。

学校関係者評価委員会の評価 さまざまな学校行事ではＰＴＡをはじめとして、地域・同窓会・近隣の大学が参加し大変すばらしいものとなっている。また、野球部をはじめとして立派な挨拶がなされ訪問者は感動している。学
校の評価以上に地域は評価している。また、勉強面だけでなく体力面の教科にも力を入れていることは大変素晴らしいことだ。社会に出るとまずは体力であり、今後も取り組みを継続してほしい。

学校関係者評価委員会の評価 学校を支えてくださる皆さんへの感謝の気持ちを忘れずにさまざまな行事に一層の創意工夫を取り入れたい。来年度はいよいよ創立 30周年の年となり、学校行事でも一層の思いを込めて企画運営を
結果を踏まえた今後の改善策 行っていきたい。部活動ではライフル部と美術部が文武の核となって立派な成績を残しているが、恵まれた設備環境を十分に生かして他の部も精力的に活動できるよう部活動の日を設ける。

４ 生徒・保護者・地 ① 地域及び小中学校等との交 総務課 各種の交流活動が活発であり、その広報活動を通して学 Ｂ 数多くの行事やイベントをＰＴＡをはじめとして、同窓会や地域の方々のご
域から信頼される、 流活動や各種の情報紙等によ 校の取り組みがよくわかると答える保護者の割合が 保護者アンケート 協力をいただき所期の成果を得られた。関係各位のご協力に大変感謝してい
開かれた学校づく る広報活動を通して、本校の 各ｺｰｽ Ａ ９０％以上である る。アートフェスティバル、似顔絵や訪問コンサートなどの地域及び小中学
りに努める。 教育活動への理解と協力を促 Ｂ ８０％以上である ７月 ９０．８％ 校との交流も予定通り行い、地域との結びつきも実感できた。今後はリニュ

進する。 Ｃ ７０％以上である １２月 ８７．６％ ーアルしたホームページ上で活動の様子を今まで以上にタイムリーにそして
広報活動の充 Ｄ ７０％未満である 詳細に報告するよう心掛ける。
実や校種間交
流、地域と連 ② ホームページを刷新し、更 総務課 ホームページを通して学校の交流活動や教育活動に関す Ｃ 当初は夏季休業中にはリニューアルする予定であったが、ホームページを構
携した取り組 新を定期的に行い、地域や小 る情報の発信が適切に行われ、わかりやすいと答える保護 １２月保護者アンケート 成するソフトの不具合で秋まで大幅に時期が遅れてしまった。今回使用した
みを積極的に 中学校等との交流や学校行事 各ｺｰｽ 者の割合が ソフトでは各部署がそれぞれ作成した記事を自らアップできるため学校の情
行う。 など、本校の特色ある教育活 Ａ ８０％以上である ７４．４％ 報を素早く伝えることが可能となった。全面改定し、前年からの切り替えに

動を積極的に発信する。 Ｂ ７５％以上である （昨年度６９．２％） まだ若干の時間と手直しが必要だが、随時レベルアップに尽力したい。
Ｃ ７０％以上である
Ｄ ７０％未満である

③ 保護者の携帯電話へのメー 総務課 メールを登録している保護者の割合が Ｃ 保護者への登録依頼を何度も行った結果、１月末にようやく７５％を上回る
ル配信を行い、ＰＴＡとの連 Ａ ９０％以上である メール配信の登録を行っ こととなった。４月以降現在までのべ７７回のメール配信を行った。登録さ
携を深め、本校の教育活動の 各ｺｰｽ Ｂ ８０％以上である ている保護者が れている保護者の方々からは学校の予定や取り組みがよくわかると概ね好評
円滑化と活性化を図る。 Ｃ ７５％以上である ９月 ７２．１％ をいただいている。当然、教育活動の円滑化と活性化を促進するには非常に

Ｄ ７５％未満である １月末 ７５．３％ 有効な手段であり、来年度に向けて一層の働きかけを行い登録率を高めたい。

学校関係者評価委員会の評価 いろんな特色のある行事を行っており、知っている者にとっては楽しみな学校だが、若干町中から離れていることもあり、足を運んで下さる方は近隣の方や学校関係者に限られてしまう。辰巳アー
トフェスティバルなど、どんどん外の人混みに出てすばらしい辰巳丘高校をＰＲしてほしい。３０周年に向けて一層の取り組みを期待している。

学校関係者評価委員会の評価 ３０周年記念事業にむけて同窓会とタイアップして、いろいろな方向から学校のＰＲ活動を繰り広げたい。この 11月にホームページの全面刷新が行われ、それ以降タイムリーな記事の提供等を心が
結果を踏まえた今後の改善策 けてきた。しかし、まだまだ、新しい発信の仕方や活用法を求めて模索したい。保護者向けのメール配信は来年度は 90%を目指して登録を呼びかけていきたい。。




